
























写真 3　富士川の渡し船 写真 4　ペーロン船
（手前から明治時代・大正時代・昭和時代）
写真 5　勢子船（鯨船） 写真 6　航海の安全や大漁の願いが込められた船絵
馬も合わせて展示した
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船は御座船を別にすれば、船体に塗装しないのが一般的であるが、鯨船ははなやかに塗装されてい
る。また、船競漕用の船体は一般の船体より長さと幅の比率が大きく異なっている。長崎のペーロ
ン競漕は現在も盛んに開催されておりペーロン船の新造も行われている。近藤氏製作の模型では明
治時代から昭和にかけての変遷をたどることができる。
　近藤氏の模型の魅力のひとつは、縮尺に応じた船材の年輪の細かさである。年輪の幅が狭ければ
それだけ実際のスケール感を表現することが可能になる。小型模型の場合それが特に重要な要素と
なることを、「小さな和船模型」で知ることができた。
